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NY マーケットレポート（2017 年 11 月 1 日） 

 

NY市場では、序盤に発表された米ADP雇用統計で、雇用者数の伸びが市場予想を上回り、3月以来の高い伸びとなった。そして、2つ

の大型ハリケーン襲来の影響からの回復が示唆されたことを受けて、週末の米雇用統計への期待も意識され、ドルは堅調な動きとなっ

た。 

しかし、その後に発表された米 ISM製造業景況指数が市場予想を下回る結果となったことを受けて、ドルは軟調な動きとなった。 

また、米国債利回りが低下したことも影響し、クロス円も軟調な動きとなった。そして、注目された米 FOMC では、政策金利は据え置きと

なったが、「経済活動は“堅調”に拡大している」と景気認識を上方修正し、「労働市場も力強さを増している」と指摘したことで、12 月の利

上げ期待が一段と押し上げられ、日米金利差拡大が意識されたことで円売りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

20：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米 MBA住宅ローン申請指数（前週比） -2.6％（前回 -4.6%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪MBA住宅ローン申請指数≫ 

         10/27・ 10/20・ 10/13・ 10/6・ 9/29・ 前年同期 

申請指数・・・・・-2.6・・-4.6・・ 3.6・・-2.1・・-0.4・・-19.8 

購入・・・・・・・-0.8・・-6.1・・ 4.2・・-0.1・・ 1.0・・  9.2 

借換え・・・・・・-4.5・・-3.0・・ 3.0・・-4.2・・-1.8・・-37.9 

固定金利・・・・・-3.0・・-4.9・・ 4.1・・-2.7・・ 0.1・・-21.8 

変動金利・・・・・ 2.5・・ 0.2・・-4.3・・ 7.9・・-8.1・・ 22.1 

 

固定金利 30年・・4.22・・4.18・・4.14・・4.16・・4.12 

固定金利 15年・・3.52・・3.48・・3.45・・3.44・・3.42 
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21：15 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月米 ADP雇用統計 +23.5万人（予想 +20.0万人・前回 +11.0万人） 

前回発表の＋13.5万人から+11.0万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪ADP雇用統計≫ 

            10月・・9月・・ 8月・・7月・・ 6月・・5月 

ADP雇用者数（前月比）・・23.5・・11.0・・22.8・・20.1・・19.2・・23.3 

                              （万人） 

 

10月の米 ADP雇用統計では、雇用者数の伸びが市場予想を上回る+23.5万人となり、3月以来の高い伸びとなった。大型ハリケーン「ハ

ービー」と「イルマ」襲来の影響から回復したことが示唆された。製造業や建設業を含む財生産部門の雇用は+8.5万人、建設部門は+6.2

万人と 2006 年 2 月以来の大幅な伸びとなった。サービス業の雇用は+15 万人となり、ビジネスサービス部門は+10.9 万人と、統計を取

り始めた 2002 年以降で最大の伸びとなった。従業員が 500 人以上の大企業の雇用者は+9.0 万人、50-499 人の中堅企業では+6.6 万人、

49人以下の小企業では+7.9万人となった。    

 

 

21：15 

≪ 要人発言 ≫ 

安倍首相～記者会見 

 

・「閣議で新しい政策パッケージ策定を指示する」 

・「2020年までを生産性革命集中投資期間と位置付ける」 

・「政策パッケージを来月上旬に取りまとめる」 

・「閣議で補正予算編成を指示する」 

・「補正予算を年末に向けて編成する」 

・「これからも経済最優先、３本の矢を放ち続ける」 

・「賃上げの勢いを力強いものとしてデフレ脱却を目指す」 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月米 ISM製造業景況指数 58.7（予想 59.5・前回 60.8） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪米 ISM製造業景況指数≫ 

        10月・・9月・・8月・・ 7月・・6月 

景気・・・・・・58.7・・60.8・・58.8・・56.3・・57.8 

価格・・・・・・68.5・・71.5・・62.0・・62.0・・55.0 

生産・・・・・・61.0・・62.2・・61.0・・60.6・・62.4 

新規受注・・・・63.4・・64.6・・60.3・・60.4・・63.5 

受注残・・・・・55.0・・58.0・・57.5・・55.0・・57.0 

入荷遅延・・・・61.4・・64.4・・57.1・・55.4・・57.0 

在庫・・・・・・48.0・・52.5・・55.5・・50.0・・49.0 

雇用・・・・・・59.8・・60.3・・59.9・・55.2・・57.2 

 

10 月の米 ISM 製造業景況指数は、市場予想を下回る 58.7 と前月から 2.1 ポイント低下した。ただ、製造業の景気拡大・縮小の判断基

準となる 50は 14ヵ月連続で上回った。新規受注が 63.4（前月 64.6）、雇用が 59.8（60.3）、 生産が 61.0（62.2）、仕入れ価格が 68.5

（71.5）、在庫が 48.0（52.5）といずれも前月から低下した。また、10月は 18業種中 16 業種が景況拡大を報告した。 
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出所：Net Dania 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月米建設支出（前月比） 0.3％（予想 -0.2%・前回 0.1%） 

前回発表の 0.5％から 0.1％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

9月米建設支出は、年率換算で前月比+0.3％の 1兆 2195億 4400万ドルとなり、2ヵ月連続のプラスとなった。前年比では+2.0％だった。

民間の建設支出は、前月比-0.4％の 9427 億 2900 万ドル、前年比では+3.1％だった。住宅建設が前月比横ばいの 5154 億 2200 万ドル、

前年比では+9.6％。住宅以外では前月比-0.8％の 4273億 800万ドル、電力や製造業などが減少した。住宅以外の建設の前年比は-3.8％

だった。連邦政府など公共部門の建設支出は、前月比+2.6％の 2768億 1500万ドル、前年比では-1.6％だった。 



 
                                           

6 

23：30 

≪EIA米在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・244万バレル減少 

ガソリン在庫・・402万バレル減少 

留出油在庫・・・32.0万バレル減少 

クッシングの原油在庫・・9.0万バレル増加 

 

 

10月米自動車販売 

 

フィアット・クライスラーは-13.0％（予想-12.0％） 

フォードは+6.4％（予想+1.4％） 

ＧＭは-2.2％（予想-1.5％） 

 

トヨタは+1.1％（予想+4.0％） 

日産は+8.4％（予想-5.7％） 

ホンダは+0.9％（予想-2.2％） 

 

 

1：30 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「イエレン氏は優秀だと思う」 

・「（イエレン氏を選出するのかとの質問に）そうは言ってない」 

・「次期 FRB議長に誰を指名するか 2日午後に発表する」 

・「大いに感心される人材」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100指数は、英国の利上げ観測が圧迫要因となり、小幅安となった。 

一方、独 DAX指数は、企業の業績拡大期待や日本株の上昇などが好感されて、取引時間中と終値の最高値を更新した。   

 

 

出所：Bloomberg 
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3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

FOMC政策金利  1.00％-1.25％（予想 1.00%-1.25%・前回 1.00%-1.25%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

3：00 

FOMC声明 

 

・「FF金利の誘導目標を 1.00％-1.25％で維持」 

・「経済活動はハリケーンにもかかわらず着実に拡大」 

・「段階的な利上げ正当化するような経済の展開を想定している」 

・「食品・エネルギー除くインフレ、引き続き軟調」 

 

 

出所：Net Dania 
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≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 6.80ドル高の 1オンス＝1277.30ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、米 FRBの次期議長にパウエル FRB理事が指名されるとの観測を受けて、堅調な動きとなった。その後、FOMC声明が市場の想

定内の内容だったことから安心感が広がり、時間外取引で一段高となる場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.08ドル安の 1バレル＝54.30ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、OPEC加盟国と非加盟国による原油の協調減産が延長されるとの期待を背景に、序盤から堅調な動きとなり、一時 1バレル＝

55ドル台まで上昇し、1月上旬以来約 10カ月ぶりの高値をつける場面もあった。しかし、米 EIAの原油在庫の減少幅が、米国石油協会

の統計より小さかったことが嫌気され、売りが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、10 月の民間の雇用関連指標が市場予想を上回ったことを受けて、買い安心感が広がり、序盤から堅調な動きとなった。

また、東京や欧州の主要株価が軒並み上昇したことも影響した。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時取引時間中の過去

最高値を更新した。ただ、その後は上げ幅を縮小する動きとなり、ナスダックはマイナス圏まで下落した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標が堅調な結果となり、ドルが上昇したものの、その後に発表された製造業関連の経済指標が悪

化したことから、ドル円・クロス円は下落となった。そして、FOMCの声明を受けて、年内の利上げ期待が高まったとの見方から、再び

ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


